



































































4 月 7 月 10 月 11 月 12・1 月
1 年（2011 年度入学） 時期 1 － 時期 2 － 時期 3
2 年（2010 年度入学） 時期 4 （時期 5） （時期 6） 時期 7 時期 8
なお，それぞれの時期には，表 3 に示す意味を持たせた。しかし，東日本大震災後の
電力事情の切迫などの特殊事情があり，時期 5・6 に当たる調査は今回の対象とはしな







時期 4 時期 3 との差異で期の違いを見ることができる。
時期 5 数学概論 A・B の履修後で，学習指導案の添削の効果をみる
時期 6 2 回目の行事に関する準備・練習を経験した夏休みの後
時期 7 明星学園の公開授業研究会への参加を経験した直後
時期 8 教法算数を履修した後
［付記］ 各時期については，私の講義中での実施を原則としたが，時期 1 の実施については，
菱刈晃夫教授の協力を戴いた。ここに記して謝意を表する。
以上の本専攻でのデータと比較する目的で，B 大学と C 大学でも同様な質問紙を集
めた。ともに仮名であるが，B 大学では，本専攻と同様な小学校の教員養成を行ってい
る学科であって，算数の教科のための科目の履修の前後に回答を求めたものである。時
期 4 と時期 5 とに当たるが，本専攻での教育課程とは異なり，「文系数学（基礎）」の
履修をしていない。また，学習指導案の添削も行なっていない。
4表 4：回答者数
A 大学 B 大学 C 大学
時期 　1 　2 　3 　4 　7 　8 　4 　5 　4 　5















を計算することが，因子分析の基礎となるが，この反応の最大値は 7，最小値は 1 であ
る。天井効果とは，
（項目に対する反応として可能である最大値）＜（平均）＋（標準偏差）










表 5 － 1　各問の平均（上欄）と標準偏差（下欄）
Q01 Q02 Q03 Q04 Q05 Q06 Q07 Q08
A 大学時期 1
4.38 3.79 5.93 4.76 3.38 4.14 4.03 3.52
1.85 1.52 1.14 1.28 1.63 2.10 2.13 1.81
*C*
A 大学時期 2
5.18 3.18 6.18 4.82 3.18 4.73 4.55 3.36
1.34 1.03 0.57 1.34 1.40 1.81 2.27 1.67
A 大学時期 3
4.50 2.50 5.80 4.50 3.40 4.70 5.10 3.20
1.69 1.12 1.17 1.20 1.43 1.35 1.92 1.94
*C*
A 大学時期 4
4.91 2.84 5.68 4.60 3.46 3.89 3.98 3.23
1.54 1.37 1.26 1.47 1.55 2.09 2.08 1.45
A 大学時期 7
4.86 2.92 5.62 4.76 3.62 4.10 4.30 3.41
1.49 1.25 1.03 1.29 1.58 2.11 2.08 1.53
A 大学時期 8
5.02 3.00 5.67 4.74 3.51 4.34 4.33 3.82
1.56 1.48 1.17 1.35 1.65 1.99 2.00 1.57
Q01 Q02 Q03 Q04 Q05 Q06 Q07 Q08
Ｂ大学時期 4
5.02 3.41 5.80 4.87 3.48 4.00 4.15 2.64
1.28 1.48 1.00 1.28 1.64 2.07 2.02 1.34
Ｂ大学時期 5
4.85 2.92 5.74 4.84 2.99 4.01 4.07 3.28
1.66 1.33 1.14 1.53 1.61 2.02 1.94 1.54
C 大学時期 4
5.24 2.88 5.72 4.24 2.92 5.56 5.56 3.52
1.27 1.48 1.37 1.48 1.62 1.39 1.53 1.65
*C* *C*
C 大学時期 5
5.11 2.26 5.74 4.55 2.92 5.66 5.84 3.84
1.37 1.14 1.07 1.50 1.58 1.34 1.25 1.56
*C* *C*
全体
4.93 3.04 5.75 4.75 3.30 4.25 4.34 3.25
1.51 1.42 1.11 1.40 1.62 2.04 2.03 1.57
6表 5 － 2　各問の平均（上欄）と標準偏差（下欄）
Q09 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 Q16
A 大学時期 1
3.52 3.66 4.14 6.14 5.10 5.24 5.97 6.14
1.45 1.71 1.14 0.73 1.40 1.16 1.03 0.97
*C*
A 大学時期 2
3.55 3.27 3.91 6.73 5.55 5.91 6.27 5.36
1.30 1.05 1.31 0.62 1.16 0.67 0.75 1.43
*C* *C*
A 大学時期 3
4.10 2.90 4.30 6.60 5.20 6.20 6.00 5.30
1.04 1.22 1.27 0.49 1.33 0.87 1.18 1.10
*C* *C* *C*
A 大学時期 4
3.74 4.35 4.51 6.09 5.00 5.54 5.91 6.04
1.55 1.70 1.35 1.01 1.57 1.03 1.01 1.04
*C* *C*
A 大学時期 7
4.16 3.92 4.17 6.10 5.21 5.84 6.02 5.98
1.27 1.53 1.30 0.75 1.53 0.93 1.02 1.19
*C* *C*
A 大学時期 8
4.49 3.84 4.18 6.26 5.49 6.13 6.25 6.02
1.46 1.54 1.23 0.77 1.33 0.82 0.88 1.02
*C* *C* *C*
Q09 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 Q16
Ｂ大学時期 4
3.27 4.61 4.73 6.22 4.57 5.68 5.94 6.19
1.28 1.56 1.10 0.65 1.91 0.94 0.76 0.94
*C*
Ｂ大学時期 5
3.77 4.46 4.79 6.26 4.88 6.08 6.06 6.09
1.51 1.49 1.24 0.75 1.80 0.93 0.84 1.10
*C* *C* *C*
C 大学時期 4
4.24 2.68 4.32 6.00 5.08 5.00 5.92 5.72
1.07 1.38 1.22 1.17 1.52 1.41 1.41 1.22
*C* *C*
C 大学時期 5
4.55 3.29 4.08 6.21 5.03 5.95 6.13 5.68
1.39 1.45 1.49 0.73 1.42 0.92 1.17 1.42
*C* *C*
全体
3.82 4.11 4.49 6.21 4.96 5.81 6.03 6.02
1.46 1.62 1.27 0.78 1.69 1.01 0.94 1.11
*C*
7算数の授業創り観に関する質問紙の作成
表 5 － 3　各問の平均（上欄）と標準偏差（下欄）
Q17  Q18  Q19  Q20  Q21  Q22  Q23  Q24  Q25
A 大学時期 1
4.72 4.97 5.69 5.14 5.03 6.10 4.48 5.79 6.52
1.46 1.40 0.99 1.33 1.40 0.80 1.55 1.21 0.86
*C* *C*
A大学時期 2
4.18 4.82 5.91 4.64 4.45 6.09 5.18 5.82 6.64
1.53 1.53 0.90 1.55 1.44 1.38 1.19 1.64 0.48
*C* *C* *C*
A大学時期 3
4.70 4.90 6.00 4.90 5.00 6.60 5.10 6.20 6.50
1.68 1.37 0.89 1.64 1.67 0.66 1.37 1.25 0.67
*C* *C* *C*
A大学時期 4
4.88 4.60 5.81 5.18 4.79 6.00 4.44 5.42 6.39
1.49 1.44 0.94 1.20 1.44 0.99 1.35 1.20 0.79
*C*
A大学時期 7
5.00 4.84 5.70 5.44 5.13 5.87 4.98 5.83 6.43
1.32 1.29 0.99 1.17 1.16 0.88 1.29 0.95 0.73
*C*
A 大学時期 8
4.93 4.97 5.62 5.69 5.10 6.18 5.20 5.85 6.51
1.52 1.31 1.03 1.12 1.22 0.78 1.20 1.11 0.76
*C*
Ｂ大学時期 4
5.33 4.63 5.48 4.64 4.53 6.10 5.23 5.82 6.48
1.24 1.42 1.06 1.37 1.16 0.90 1.16 0.94 0.72
*C* *C*
Ｂ大学時期 5
5.39 4.82 5.74 4.93 4.68 6.26 5.46 6.02 6.44
1.27 1.40 1.00 1.29 1.42 0.85 1.31 0.92 0.92
*C* *C*
C 大学時期 4
4.88 5.16 5.68 4.80 4.44 5.44 4.12 5.16 5.48
1.39 1.41 1.32 1.57 1.58 1.55 1.70 1.32 1.50
C 大学時期 5
4.84 5.26 5.55 4.71 3.84 5.92 4.97 5.26 5.76
1.42 1.12 1.07 1.52 1.42 0.98 1.18 1.27 1.29
*C*
全体
5.11 4.82 5.66 5.00 4.70 6.08 5.07 5.77 6.37












Q01 Q02 Q03 Q04 Q05 Q06 Q07 Q08 Q09 Q10 Q11 Q12
分類 01 A 大学時期 1 *C*
分類 02 A 大学時期 2 *C*
分類 03 A 大学時期 3 *C* *C*
分類 04 A 大学時期 4 *C*
分類 05 A 大学時期 7
分類 06 A 大学時期 8 *C*
分類 07 B 大学時期 4
分類 08 B 大学時期 5 *C*
分類 09 C 大学時期 4 *C* *C* *C*
分類 10 C 大学時期 5 *C* *C*
全体
Q13 Q14 Q15 Q16 Q17 Q18 Q19 Q20 Q21 Q22 Q23 Q24 Q25
*C* *C* *C* 分類 01
*C* *C* *C* *C* 分類 02
*C* *C* *C* *C* *C* 分類 03
*C* *C* 分類 04
*C* *C* *C* 分類 05
*C* *C* *C* 分類 06
*C* *C* *C* 分類 07
*C* *C* *C* *C* 分類 08
*C* 分類 09
*C* *C* *C* 分類 10























では，全体での懸念がない問ではあるが，A 大学での 2 年の履修後，及び 1 年の科目
選択者と同様に，C 大学の回答者集団に天井効果の懸念が見られた。
６．因子分析の結果
前述の天井効果を考慮して，回答者の分類 09，10 を除外し，511 レコードに関して，
質問の問 12，16，22，25 を除外して因子分析の処理を行なうこととする。主因子法





因子 1 2.891 0.371 0.371
因子 2 1.893 0.243 0.614
因子 3 1.163 0.149 0.763
因子 4 0.524 0,067 0.830
因子 5 0.464 0.060 0.890
固有値が 1 以上の因子が 3 個しかなかった。また固有値の減少する割合や累積寄与率
から，因子は 2 個とするのが妥当と思われる。その結果を表 8 に記す。因子負荷量の
絶対値が 0.35 を超える部分を太字にして示した。
表 8：因子の個数を 2 とした場合の因子負荷量
共通性 独自因子 因子 1 因子 2
Q01 0.083 0.917 － 0.244 0.153
Q02 0.194 0.806 － 0.440 0.003
Q03 0.115 0.885 － 0.024 0.338
Q04 0.225 0.775 － 0.202 0.429
Q05 0.098 0.902 － 0306 0.069
Q06 0.382 0.618 0.617 0.045
Q07 0.451 0.549 0.670 0.044
Q08 0.214 0.786 0.454 0.088
Q09 0.199 0.801 0.429 0.123
Q10 0.387 0.613 － 0.622 0.020
Q11 0.023 0.977 0.135 0.069
Q13 0.225 0.775 0.403 0.250
Q14 0.200 0.800 0.214 0.393
Q15 0.202 0.798 0.131 0.430
Q17 0.031 0.969 0.081 0.156
Q18 0.329 0.671 0.436 0.373
Q19 0.275 0.725 0.103 0.514
Q20 0.257 0.743 － 0.027 0.507
Q21 0.335 0.665 － 0.132 0.564
Q23 0.173 0.827 0.123 0.397
Q24 0.225 0.775 0.034 0.473
この結果に基づいて因子の解釈を試みよう。次の 8 項目が因子 1 での因子負荷量の絶
対値が大きな項目であった。なお，●はその項目が反転項目であることを示している。
○問 2，○問 6，○問 7，○問 8，○問 9，




次の 9 項目が因子 2 での因子負荷量の絶対値が大きな項目であった。
○問 4，○問 14，○問 15，○問 18，○問 19，





　「文系数学」の選択者は，時期 1 の回答者以外にはいなかった。時期 1 の回答者が
時期 2（1 年生 9 月）・3（1 年生 12 月）での回答をしたかどうかについては，表 9 に
記すような状態であった。




回答 8 2 10
回答せず 3 16 19
合計 11 18 29
時期 2・時期 3 のどちらか少なくとも 1 回は回答をしているものの人数は，13 人であ






同様に，「『文系数学』を 2010 年度に履修したもの」を，A 大学の 2 年生のうち，
合格の評価を得たもの」とし，A 大学・B 大学での時期 4 でのデータのうちそれ以外
を「履修していないもの」として，問の 25 個並びに前節の 2 つの因子に関して平均
の差に関する検定を行なった。その結果を，表 10 に記す。表 10 では，Select の列で
12
1 と記した行が「履修した者」を意味し，その人数は 37 名であった。Select の列で 0
と記した行は「履修していない者」を意味し，その人数は 163 名であった。
表 10：「文系数学」を履修した後と履修していない者との差の検定
Select Q01 Q02 Q03 Q04 Q05 Q06 Q07 Q08 Q09
1（N=37） 5.03 2.81 5.70 4.59 3.38 4.14 4.24 3.43 3.57
0（N=163） 4.98 3.34 5.78 4.83 3.49 3.93 4.07 2.67 3.37
差の検定 0.88 0.03 0.74 0.34 0.67 0.60 0.65 0.01 0.44
Select Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 Q16 Q17 Q18
1 4.24 4.49 5.95 4.92 5.62 5.95 5.86 4.68 4.65
0 4.60 4.71 6.23 4.64 5.64 5.93 6.21 5.32 4.61
差の検定 0.28 0.38 0.14 0.36 0.90 0.92 0.09 0.02 0.89
Select Q19 Q20 Q21 Q22 Q23 Q24 Q25 Factorl Factor2
1 5.78 5.49 4.89 6.14 4.65 5.51 6.35 0.01 － 0.09
0 5.52 4.63 4.54 6.06 5.09 5.75 6.47 － 0.20 － 0.17
差の検定 0.14 0.00 0.18 0.66 0.06 0.28 0.43 0.20 0.58







前節で分析の対象としたのは，2011 年度の 1 年生であるが，表 10 で「履修した者」

























（3） 正田　良「模擬授業を中心とした教法算数が授業実践志向性へもたらす効果─ 1 年半に及ぶ
縦断的調査を手がかりとして─」『初等教育論集』第 12 号，2011，pp.1-17。
（4） 例えば，http://www.juen.ac.jp/psych/nakayama/itemanalysis.html　（2011 年 12 月 31 日
採取）など参照。
14
［資料］質問紙の実際（A4 もしくは B5 に印刷して用いた）
次の 25 の文章それぞれに対して賛成か反対かを , 下の枠内の基準による 7 段階評価をして回答欄
へ記入して下さい。
7: 大変に同感する。　6: 賛成。　5: 微妙だけど , どちらかというと賛成。　
4: どちらでもない。　3: 微妙だけど , どちらかといえば反対。　2: 反対 ,　1: 大反対。
〇間 1 : 数学では , 例題の回答をよく覚えていると有利である。
〇問 2 : 数学は抽象的なもので , 実際の生活には関係がない。
〇間 3 : 算数・数学では , 計算を正確・迅速に行うことが大切である。
〇間 4 : 算数・数学では , つらい修練に打ち勝つことが大切である。
〇間 5 : 最先端の数学者以外 , 算数・数学の発見はできないものだ。
〇間 6 : 中学で数学は得意だった。
〇間 7 : 中学生のとき , 数学は好きだった。
〇問 8 : 数学の問題から , 類似の問題を作ることがある。
〇間 9 : 身のまわりの事柄に私は算数・数学を使う方だと思う。
〇問 10 : 自分の学習として算数・数学の勉強は , できれば避けたい。
〇間 11 : 人にものを教えるのは得意だ。
〇間 12 : 人に算数を教えるのには , 工夫をする必要がある。
〇間 13 : 算数を私は将来教える対象として意識している
〇問 14 : 算数を教えるのに活動とうまく結びつけることが大切だ。
〇間 15 : 算数の授業を作るには , 算数・数学をよく勉強する必要がある。
〇問 16 : みんなと行事とかを作ることは好きだ。
〇間 17 : 行事やサークルなどで活躍できたと思う。
〇間 18 : 算数や算数を教えることに ,（大学での同級生や）同僚から頼りにされたいと思う。
〇間 19 : 算数の授業を作るには , 人や本から学ぶことが大切である。
〇間 20 : 学校の先生の仕事は , 校長・副校長などの管理職から信頼されることが大切だ。
〇間 21 : 算数の授業では , 決まった方法を学び , 正確に伝えることが大切だ。
〇問 22 : 授業では , 授業者が教材の面白さを感じて , それを子どもに伝えることが大切だ。
〇問 23 : 教師は授業という作品を日々創造する芸術家のような仕事だ。
〇問 24 : 教師は人の手本になることが大切だ。
〇問 25 : 教師はやりがいのある仕事だと思う。
【回答欄】
問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問 11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18 問19 問20 問21 問22 問23 問24 問25
